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和 田 雅 史
．HEALTH LITERACY研究の必要性
NLITERACY（以下リテラシーと表記）Oという
言葉が一般化し，私達の生活の中でもしばしば使
われはじめたのはそう遠くない話しである。リテ
ラシーという言葉は，メディアリテラシー，情報
リテラシー，コンピューターリテラシーなどの言
葉として，主として「読み書きの能力」の意味あ
いを持っている。しかしながら，最近ではこの
元々の意味合いから解釈が拡大し，「物事を理解
し，活用する能力」というように使われることも
一般的になってきている。1990年代以前には文書
の読みやすさ（可読性）が主たる内容であった
が，1990年代にはいると Health literacy（以下ヘ
ルスリテラシーと表記）の研究が進み，そこでは
人間に対するヘルスリテラシーとの関連性に重き
を置く研究が追求されるようになった。
公衆衛生学の世界においても，近年Nヘルスリ
テラシーOという言葉が盛んに使われるようにな
った。「健康維持のための適切な情報の獲得や理
解，そしてその活用」ということである。しかし
ながら，リテラシーという言葉とヘルスリテラシ
ーという用語は明らかに異なる意味合いを持って
いる
1)
。特に米国社会においては，歴史的に見て
も多民族国家という構造的社会の中で，識字教育
を重視する傾向が強く，近年米国における健康教
育においてもヘルスリテラシーの重要性が指摘さ
れてきた。すなわち，読み書きの能力が低いこと
が，医療活動や健康の維持増進に大きく影響し，
その妨げになるという考え方である。日本に於い
てヘルスリテラシーという言葉が意識され始めた
のは，2000年に入ってからと考えられる。日本で
は一般的に識字率が高かったという歴史的推移の
中で，リテラシーという観念の必要性があまり芽
生えてはこなかった。ところが米国における
Healthy People 2010（ヘルシーピープル2010）が
発表された後に，それに影響を受けて作られた21
世紀に向けて日本に求められる国民健康づくり運
動としての「健康日本21」以降あたりから，ヘル
スリテラシーという言葉が使われ始めたと思われ
る。
医学以外の諸分野での研究状況に於いては，ヘ
ルスリテラシー研究は十分に行われているとは言
い難い。特に教育の分野でのヘルスリテラシー研
究は，未だ十分な蓄積が無いまま今日に至ってい
る。これまでの研究成果を見ても，ヘルスリテラ
シーのレベルは教育歴と密接な相関があり，教育
歴が低い層ではヘルスリテラシーのレベルも低
く，逆に高い層では，ヘルスリテラシーのレベル
も高いといわれてきた。日本でも関らの調査によ
れば同様に，学歴とヘルスリテラシーの形成には
相関があるということが明らかになっており，そ
こに学校教育の重要性が指摘されるのではある
が，直接的に影響を及ぼす保健教育は重要視され
ていないという現状が見えるといわれている
2)
。
本稿では，NヘルスリテラシーOの概念につい
て，特に学校における健康教育という枠組みの中
で提示されるべき内容を意識しつつ，基礎的な研
究の一環としての文献資料をまとめている。主と
して，この分野での研究実績の多いアメリカの文
献を中心に紹介している。ヘルスリテラシーを情
報教育（インターネット教育），あるいは消費者
保護の観点からだけで問うのではなく，学校健康
教育を通してなぜヘルスリテラシー教育の必要性
があるのかをも若干検討した。
．HEALTH LITERACYの世界的動向
アメリカでは，2000年以降に到来する現実的な
高齢化社会に対応するために，如何に健康に，そ
して如何にしてアメリカ国民が自立した人生を送
れるようになるのかを検討した結果，1980年から
NヘルシーピープルOと呼ばれる健康構想を打ち
立てた。以来アメリカではその成果が着々と表
れ，ヘルシーピープルの中で掲げられた目標の約
60％が達成されたといわれている。その後，2000
年月に新たな10ヵ年計画が開始され，国民が
2010年までに達成するべき健康増進と疾病予防の
具体的目標を策定したヘルシーピープル2010を表
した。現在では，ヘルシーピープル2020を掲げ
2020年までに全てのアメリカ国民が達成されるべ
き健康目標を設定するに至っている。
2010年に掲げられたヘルシーピープル2010のト
ピックス中に，ヘルスリテラシーという言葉が，
「Health Communication and Health Information
Technology（ヘルスコミュニケーションアンド
ヘルスインフォメーションテクノロジー）」の中
ではじめて明示されている。そして，さらにヘル
シーピープル2020の中の「The Role of Health
Information Technology and Health Communica-
tion（ロールオブヘルスインフォメーションテク
ノロジーアンドヘルスコミュニケーション）」の
中で，その重要性を指摘している。たとえば，情
報を受け取る人の基本的な読み書き能力が低けれ
ば，その情報を取り入れて利用することが十分に
できず，結果として不健康につながりやすくな
る。ヘルスコミュニケーションの目標のつとし
て，「リテラシースキルの低い人のヘルスリテラ
シーの向上」を掲げ，ヘルスリテラシーの差を減
少させることが健康格差を解消するために重要で
あると指摘している
3)
。
WHO（世界保健機関）においても Health
Promotion（ヘルスプロモーション） の流れの中
でヘルスリテラシーの概念が提示されている。
2009年10月にケニアのナイロビで開催された
WHO第回「ヘルスプロモーション」世界会議
のテーマ「Health Literacy and Health Behavior
（ヘルスリテラシーアンドヘルスビヘービア）」に
おいて，ヘルスリテラシーを次のように定義して
いる。「ヘルスリテラシーとは良好な健康を維
持・増進するための情報の理解と利用を高めるた
めに活用される個人の動機付けや能力を決定づけ
る認知能力と社会的技能」とし，このヘルスリテ
ラシーは明確に「これまでの健康教育の概念を超
越しており，人々の行動を方向付けるコミュニケ
ーション，そして健康を決定する環境的，政治
的，社会的要因に立ち向かうものである」と述べ
ている
4)
。
中山による「健康情報のコミュニケーションと
ヘルスリテラシー」の文章を引用すれば，
Nutbeam は，Health Promotion International
（ヘルスプロモーションインターナショナル）の
中で，ヘルスリテラシーは健康増進に関わる新し
い概念として，つのヘルスリテラシーを提唱し
ている。このつのリテラシーの中で，日常生活
場面で効果的に機能するための読み書きの基本的
なスキルは「機能的ヘルスリテラシー（function-
al literacy）」。より高度な認知的，読み書きのス
キルであり，社会的スキルとともに，日常的な活
動に活発に参加し，様々な形式のコミュニケーシ
ョンから情報を入手し,意味を引き出し，新しい
情報を変化しつつある環境へ適用するために利用
されるのが「相互作用的ヘルスリテラシー（in-
teractive literacy）」。さらに，より高度な認知的
スキルであり，社会的スキルとともに，情報を批
判的に分析し，この情報を日常的な出来事や状況
をよりコントロールするために使用することに適
用されるのが「批判的ヘルスリテラシー（critical
literacy）」と 定 義 し た。ま た，中 山 は，
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Zarcadoolasらのヘルスリテラシーの定義を紹介
し，「情報に基づいた選択は，健康リスクを減少
させ，生活の質を向上させるための健康情報と概
念を探し，理解し，評価して利用できる，生涯を
通して発達する幅広い範囲のスキルと能力」とし
ている。そして，ここでのヘルスリテラシーの定
義は，以下のつの中心領域から構成される多次
元モデルとして提案されている。
）基本的リテラシー（fundamental literacy）：
読み書き，話すこと，計算能力
）科学的リテラシー（scientific literacy）：科学
の基本的知識，技術の理解能力，科学の不確実
性への理解など
）市民リテラシー（civic literacy）：メディアリ
テラシー，市民と政治過程の知識，個人の健康
に関する意思決定がみんなの健康に影響するこ
との認識
）文化的リテラシー（cultural literacy）：集団
の信念，習慣，世界観，社会的アイデンティテ
ィなどの認識
つの関係は，相互に高めあったり補完しあっ
たりするものとされている．定義を含めて，ヘル
スコミュニケーションと集団・コミュニティの健
康を意識したもので，情報の内容と情報提供者と
の関係など，ヘルスプロモーションにおいても，
有用なものと考えられる．
まず，「基本的リテラシー（fundamental liter-
acy）」は，読み書き，話すこと，計算能力を意味
し，情報を得るための基礎となる能力として重要
である。日本では識字率が高く，基本的リテラシ
ーも高いが，健康関連の用語は専門用語や特殊な
表現が含まれることから，理解が難しくなる傾向
がある。特に，高齢化，医療の高度・複雑化が進
むにつれ，ヘルスリテラシーの差が広がること
は，健康格差につながる可能性があるため，日本
でも基本的リテラシーの現状を把握し，現状にあ
った対策を講じていく必要がある。
「科学的リテラシー（scientific literacy）」は，
科学の基本的知識，技術の理解の能力，科学の不
確実性（将来のできごとを完全に予見できないこ
と）への理解を意味する。科学的リテラシーが重
要となる背景には，急速な科学の進歩があり，よ
りよい健康を維持するためにはこれまで以上に複
雑な健康関連の用語やエビデンスを理解すること
が必要となり，そのためには，からだや病気につ
いての知識や，確率やリスクについての知識も必
要となってくる。また，科学的リテラシーを身に
つけるということは，科学の知識や健康関連の用
語が理解できるだけではなく，それらを他のヘル
スリテラシーと統合させて健康のためのよりよい
意思決定につなげることを意味する。
「市民リテラシー（civic literacy）」は，市民が
公の問題を意識し，意思決定過程に参加する能力
であり，以下のようなカテゴリーが含まれる。
●新聞やテレビなどのマスメディアの情報を理
解・活用できる力（メディアリテラシー）
●人々が交渉して政府と市民が話し合って政策を
決めることについての知識
●個人の健康に関する行動や選択がコミュニティ
や社会の人々の健康状態に影響することの認識
「文化的リテラシー（cultural literacy）」は，健
康情報を解釈しそれに基づいて行動するために，
文化，つまり集団の信念，習慣，世界観，ある集
団に自分が属しているという感覚（社会的アイデ
ンティティ）を認識し，活用する能力を意味す
る。ここでの「文化」とは国の違いではなく，
人々がどのように自分たちを位置づけているか，
価値，認識，行動が誰に同一であると感じている
かというような，ヘルスリテラシーが関係するよ
り広い範囲での「文化」が想定されている
5)
。
酒井はヘルスリテラシー研究モデルとして
Baker の「健康関連リテラシー」を紹介してい
る。Bakerはヘルスリテラシーを，①潜在可能性
としての読解力と事前知識からなる「個人の能
力」と②健康分野に特有の「健康関連リテラシ
ー」とに分けて，①は比較的安定した基本的な能
力であることに対し，②は機能的能力であり，動
的なものであるとしている。そして，Bakerはヘ
ルスリテラシー研究モデルを次のように提示して
いる
6)
。
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特に健康関連リテラシーの部分では，文章や口
頭のメッセージの複雑性や難しさが影響している
ことが示され，新たな知識や積極的な姿勢，自己
効力感，行動の変化などの交絡要素が配されてい
て，それらは文化や規範，変化に対する抵抗な
ど，その他の要素に影響を受けることを意味して
いるとしている
7)
。
．NATIONAL HEALTH EDUCATION
STANDARDSにおけるHEALTH
LITERACYの概念
近年の米国社会における健康問題の増大さと深
刻さから，子どもの時期からの健康課題に対する
問題解決能力の重要性が指摘され，学校健康教育
の必要性が改めて認識されてきている。そして，
この学校健康教育における，カリキュラム開発，
教授法そして児童・生徒の健康行動を評価する基
礎 と な る NATIONAL HEALTH EDUCATION
STANDARDS（以下ナショナルヘルスエデユケー
ションスタンダードと表記）が1995年に発表され
ている。現行のナショナルヘルスエデユケーショ
ンスタンダードは2007年月に刊行されている
が，これを見ると第番目のスタンダードに「健
康行動に対し，家族，友人，文化，メディアそし
て科学技術や他の要因が影響していることを分析
する」という内容が盛り込まれ，Pre-K2から
Gr.12（通常〜歳の園児から高校年生まで
を指す）までに備えるべき内容として，社会との
関係，特にメディアとの関係について詳細に規定
している。日本の学習指導要領における拘束性の
ようなものはもともとあるわけではないが，現在
では米国の多くの州あるいは各地域のスクールボ
ード（教育委員会）におけるカリキュラムフレー
ムワークが，このナショナルヘルスエデユケーシ
ョンスタンダードに準じていることが分かる
8)
。
米国の学校健康教育においてヘルスリテラシー
の概念を最初に提示したのは，このナショナルヘ
ルスエデユケーションスタンダードの中でのこと
であり，ナショナルヘルスエデユケーションスタ
ンダードの一つの目的でもあるといえる。ここで
のリテラシーという言葉の意味合いとして，内容
的には健康教育の結果として身に付けるべき知識
と技能を理解し，活用していくことを意味合いと
しているようである。「健康における教養」とか，
もっと単純に「健康の知識・能力」といって良い
のかもしれない。また，少し回りくどく言い表せ
ば「健康のために身につけるべき能力」というこ
とになるのかもしれない。
ナショナルヘルスエデユケーションスタンダー
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図 ベーカーのヘルスリテラシー研究モデル
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ドでは，ヘルスリテラシーについて，①批判的精
神（思考） ②責任感 ③自己管理 ④有効な情
報伝達 によって促進されると説明されている。
学校健康教育における，カリキュラム開発，教授
法，そして児童・生徒の健康行動を評価する基礎
となるナショナルヘルスエデユケーションスタン
ダードは，教える側である教師に提供されたプロ
グラムと捉えられがちであるが，このナショナル
ヘルスエデユケーションスタンダードが子ども
達，若者にうまく機能することによって，彼等に
ヘルスリテラシーが備わると考えられている
9)
。
「ヘルスリテラシーは基本的な健康情報やサー
ビスを獲得し，判断し，理解していくうえで必要
とされる個人の能力であり，健康増進をはかる際
に情報やサービスを使うための能力でもある」と
説明されている。これはナショナルヘルスエデユ
ケーションスタンダードプロジェクトの望まれる
べき成果であり，またどこであろうと質の高い健
康教育プログラムの望まれるべき成果を明確にす
るものである。その指標は健康を考えていくうえ
で，十分に教育を受け，知識能力のある特性をも
った人々によって作成されたものであると説明さ
れている。そしてヘルスリテラシーは，欠くこと
ができない四つの要素によって明らかにされると
して，ヘルスリテラシーパーソンというのは次の
ような人であるとしている。
① Critical Thinker and Problem Solver（批判的思
考と問題解決のできる人）
個人から国際的な範囲で変化しながら，多様な
レベルで問題になりつつある健康問題に対し，建
設的に立ち向かい，かつ取り組むことのできる批
判的思考と問題解決のできる人であること。そし
て，健全な健康に関する決定をなし得るに必要
な，多様な情報源，最新の確実な，そして実用的
な情報源を利用することができる。
② Responsible，Productive Citizen（責任ある，
生産的な市民）
地域社会が，健康で安全なそして安心を保障さ
れるために自分自身の義務を認め，その結果，質
の高い生活を過ごすことができる責任感のある生
産的な市民であること。彼等自身や他の人々，あ
るいは社会における不相応な責務によって，健康
の危機や安全の脅威をもたらす行動を避けること
のできる責任ある個人である。そして，最終的に
は，個人や家族や地域社会の健康の維持と改善に
対して，他の人々と協力し合いながら民主的でか
つ組織的な原則を利用することができるようにな
る。
③ Self-Directed Learner（自発的な学習者）
絶えず変化する基礎的な健康増進のための知識
や疾病予防の知識を使いこなせる力を持つ自発的
な学習者である。生活を通じて要求や優先事項が
変化するように健康情報を集積し，分析し，そし
て適応していくための言語や計算能力や批判的思
考技能を使う。また，他の人について，あるいは
他の人から学ぶ人間関係における個人的・社会的
技能を活用して，結果的には高水準な健康状態の
方向へと成長し，成熟していく。
④ Effective Communicator（有能な情報伝達者で
ある）
口頭，文書，美術，絵画そして科学技術などの
様々な伝達手段を通して，健康についての考え，
知識そして情報を組織化し伝達していくことので
きる有能な情報伝達者である。注意深く聞き入っ
たり，配慮の行き届いた反応を示したり，あるい
は自分自身を表現するために他人を励ますような
支援する態度などによって，他の人々を理解し，
関心を持つ風潮を作り出している。そして，社会
的にもっとも興味をもたれ，個人や家庭や地域社
会の健康を向上させるための立場や手段やプログ
ラムを誠実に擁護するものである。
と説明され，この項目のそれぞれの特質は，
ナショナルヘルスエデユケーションスタンダード
によって達成されるとしている10)。
．学校健康教育におけるHEALTH
LITERACYのとらえ方
米国における健康教育の分野で，ヘルスリテラ
シーの意味合いをこのように使われるのにはそれ
和田：学校健康教育における HEALTH LITERACYについて 51
なりの意味があるように思われる。それは，長く
米国の学校健康教育では，米国社会に出現する
様々な健康問題に立ち向かうためには，子どもの
時期における行動と態度が重要であると考えられ
ており，そのためにも「予防の概念」を中心とし
た学校健康教育が一番効果的であるとされてきた
からである
11)
。すなわち様々な健康問題に対し
て，幼い時期からの予防を中心とした行動科学の
考え方である。徹底した行動科学の立場から，目
の前の健康問題に対応していこうとする立場であ
る。ヘルスリテラシーの概念もこうした米国の行
動科学を基礎とした学校健康教育の流れの中から
出現してきた考え方であると思われる。
一方，日本ではこのような行動科学から出発し
た教育内容や方法に対し，科学的認識を重視する
考え方も主流にあった。一つの健康課題を学び，
その基礎的内容を理解することにより，現在将来
を通して新たに出現してくる健康課題にも対応で
き得るような行動化へ繋げていくこと。これを認
識の変容ととらえ，重視していく考え方である。
現在の学校健康教育を取りまく状況は，どちらか
というとアメリカ的なプラグマティックな教授法
が重視されつつ有り，WHOなどが提唱したヘル
スプロモーションの理念を規定的要因としたライ
フスキル教育が一般的になりつつあり，その中で
ヘルスリテラシーの位置づけも重要視されつつあ
る。しかしながら，ヘルスリテラシーの教育は必
ずしもライフスキル重視型の教育にとってだけ重
要なものではない。むしろ，ヘルスリテラシーの
教育を通して，健康課題の基礎基本を理解するこ
とによって，科学的認識を高めたり，健康に対す
る自治能力の開発に繋がるものであり，相反する
内容ではないと思われる。アメリカ的な発想から
のリテラシー教育については，様々な議論がある
ことはもちろんであるが，健康を見据えた上での
リテラシー教育は健康の維持増進にとってはもは
や欠かすことの出来ない内容であり学校健康教育
の中でも重視されなくてはならない。
今後の課題として，日本の社会現状や子どもの
実態に目を向けて，学校における健康教育に必要
なヘルスリテラシー教育内容の充実を図るととも
に，教育方法の整備をすることが急務であると考
えられる。
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